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會 岳 山 本 日

一
行
二
名
．二
月
十

一
日
札
幌
を
壼
ち
、

敷
香
岳
（
一
三
八
〇
米
）
及
び
ア
ル
カ
リ
澤

三
角
鮎

（
偶
標

一
一
五
〇
米
）
に
登
頂
二

十
七
日
婦
札
し
ま
し
た
。

澤
が
長
く
複
雑
な
る
た
め
相
常
の
困
難

を
豫
想
し

一
週
間
の
露
誉
を
準
備
致
し
ま

し
た
が
、
造
材
事
業
が
案
外
進
捗
し
居
る

た
め
キ
ヤ
ン
プ
の
要
な
く
造
材
小
屋
よ
り

日
帰
り
し
ま
し
た
。

樺
太
臆
林
業
課
に
打
ち
合
せ
の
上
、
十

五
日
敷
香
着
、
日
本
人
絹
パ
ル
プ
會
祗
、

及
び
林
務
署
に
便
宜
を
依
頼
し
、
馬
機
に

て
上
敷
香
よ
り
敷
香
川
を
湖
行
第
二
支
流

三
双
の
人
絹
直
誉
事
業
所
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
、
十
九
日
敷
香
岳
登
頂
、
二
十

日
ア
ル
カ
リ
澤
三
角
鮎
に
登
る
、
こ
の
日

は
快
晴
で
問
宮
海
峡
を
へ
だ
て
ヽ
浩
海
洲

ま
で
見
る
事
が
出
木
ま
し
た
。

二
月
の
天
候
は
山
間
部
で
は
あ
ま
り
好

く
な
い
と
聞
き
ま
し
た
が
、
私
達
は
山
に

入
る
前
後

一
週
間
連
績
の
快
時
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。

山
に
入
つ
て
か
ら
二
〇
キ
ロ
位
は
樺
太

名
物
の
山
火
事
あ
跡
で
す
が
、
そ
れ
か
ら

奥
は
タ
ン
ネ
の
美
林
が
績
き
、
屈
曲
し
た

深
い
谷
間
よ
り
驚
く
べ
き
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

を
な
し
て
ゐ
る
無
名
の
頂
を
見
る
な
ど
、

カ
ナ
ダ
の
風
景
を
想
は
せ
ま
し
た
．　
一
面

の
枯
木
の
林
の
山
火
の
跡
も

一
寸
悪
く
な

く
、
途
中
作
太
郎
と
言
ふ
小
さ
な
峠
道
か

ら
は
、
は
る
か
な
る
幌
内
の
原
野
の
彼
方

に
東
北
山
脈
が
賞
に
美
し
く
輝
い
て
ゐ
ま

し
た
。

澤
は
幌
内
河
口
よ
リ
ビ
ツ
チ
リ
氷
結
し

馬
儒
も
そ
の
上
を
行
く
次
第
、

一
帯
に
ブ

レ
ー
カ
プ
ル
・
ク
ラ
ス
ト
を
な
し
て
ゐ
る

た
め
ラ
ツ
セ
ル
な
く
、
造
材
小
屋
か
ら
敷

香
岳
ま
で
四
里
の
道
も
明
る
い
う
ち
に
往

復
し
ま
し
た
。
シ
ー
デ
ボ
ー
は
案
外
低
く

一
〇
〇
〇
米
位
、
澤
の
中
に
さ
え
小
さ
な

雲
庇
を
見
ま
し
た
。
温
度
は
零
下

Ｔ
り
魔

よ
り
二
〇
度
位
、
札
幌
の
厳
各
を
思
は
せ

ま
し
た
。
敷
香
岳
頂
上
に
て
は
正
午
頃
零

下
二
十

一
度
で
し
た
。

最
後
に
、
地
回
は
航
空
篇
員
測
量
要
固

二
萬
五
千
分
及
び
五
萬
分
が
嚢
行
さ
れ
て

ゐ
ま
ず
が
、
等
高
線
は
全
く
不
正
確
で
あ

り
ま
せ
う
。
街
四
十
九
度
二
十
分
以
北
は

最
近
秘
日
と
な
り
少
な
か
ら
ぬ
不
便
を
感

じ
ま
し
た
。
　
．北

大
山
岳
部
　
岡
彦

一

三
　
つ
　
の
　
報
　
告

最
近
の
商
大
山
岳
部
の
状
況
を
簡
単
に

御
報
告
し
ま
す
。

ｏ
奥
又
白
谷
よ
り
前
穂
高
岳

一
行

（
小
谷
部
全
助
、
森
川
員
二
郎
）

昭
和
十
一
年
十

一
月
十
七
日
　
徳
澤
入
り

十
八
日
　
奥
又
白
谷
下
方
へ
幕
誉
ψ

十
九
日
　
徳
澤
へ
荷
物
を
と
り
に
往
復
。

三
十
日
　
小
谷
部
調
子
良
く
な
く
森
川
単

獨
に
て
奥
又
自
の
池
を
組
て
前
穂
高
に

登
頂
。

十
二
月

一
日
　
滞
在
。

二
日
　
徳
澤
へ
下
る
。
三
日
　
下
山
。

前
穂
高
東
南
面
の
プ
ア
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン

ル
ー
ト
を
や
る
豫
定
で
あ
つ
た
が
、
一證
の

調
子
を
害
し
た
も
の
あ
り
目
的
を
果
し
得

ず
。

Ｏ
北
岳
バ
ツ
ト
レ
ス
（
第

一
、
第
四
尾
根
）

一
行

（
小
谷
部
全
助
、
森
川
員
二
郎
、

望
月
逹
夫
、
大
塚
武
、
日
江
井
正
巳
）

十
二
月
二
十
三
ｒ
　
望
月
　
大
塚
、
日
江

井
出
獲
す
。

二
十
四
日
　
夜
叉
紳
峠
へ
荷
揚
げ
。

二
十
五
日
　
大
曾
利
―

崚
平
小
屋

二
十
六
日
　
池
山
釣
尾
根
の
池
附
近
に
第

一
天
幕
設
置
。

二
十
七
日
　
荷
物
運
搬
。

二
十
八
日
　
三
名
に
て
第

一
天
幕
よ
り
北
・

岳
登
頂
パ
往
復
十
三
時
間
）。
小
谷
部
、

森
川
第

一
天
幕

へ
来
る
。

二
十
九
日
　
第
二
天
幕
設
置
の
鷲
の
荷
揚

げ
　
大
琢
所
用
の
鴛
下
山

三
十
日
　
池
山
釣
尾
根
二
九
五
〇
米
突
の

I

地
肺
に
第
二

三
十

一
日
　
吹
雲
の
鶯
滞
在
。

昭
和
十
二
年

一
月

一
日
　
同
じ
く
滞
在
．

二
日
　
小
谷
部
、
森
川
は
北
岳
パ
ツ
ト
レ

ス
第

一
尾
根
の
登
攀
に
成
功
す
。
出
壼

よ
り
帰
幕
迄
十
六
時
間
）
望
月
、
日
江

井
間
ノ
岳
に
登
頂
。

三
日
　
滞
在
。
望
月
、
日
江
井
下
山

四
日
　
パ
ツ
ト
レ
ス
第
四
尾
根
の
偵
察

五
日
　
第
四
尾
根
の
登
攀
に
成
功
す
。（
出

資
よ
り
婦
幕
迄
十
時
間
）

六
日
　
第
二
人
幕
撤
牧
。

七
日
　
第

一
人
幕
に
て
休
養
。

八
日
　
第
二
天
幕
地
へ
の
こ
し
た
荷
を
と

り
に
往
復
、
後
第

一
天
幕
を
撤
枚
し
蚊

平
へ
下
る。
途
中
夜
と
な
り
露
誉
す
。

九
日
　
崚
平
小
屋
に
至
り
更
に
大
曾
利

ヘ

十
日
　
大
曾
利
―
―
甲
府
。

去
る
昭
和
十
年
十
二
月
に
は
北
岳
パ
ツ

ト
レ
ス
第
二
、
第
五
尾
根
に
登
攀
し
今
回

の
撃
に
よ
つ
て
第
二
尾
根
を
の
こ
し
他
は

す
べ
て
成
功
す
る
事
が
出
来
た
。

○
鳥
海
山

一
行
（
先
輩
、
村
尾
金
二
、
岩
崎
利

一
）

一
月
二
日
―
―
八
日

吹
浦
よ
り
入
り
大
手
小
屋
を
根
擦
と
す

五
日
頂
上
を
目
ざ
し
た
が
直
下
に
て
天

候
急
憂
せ
し
篤
断
念
す
。

街
こ
の
各
に
は
槍
ケ
岳

へ
も

一
除
出
た

が
病
人
の
鶯
途
中
よ
り
ひ
き
か
へ
す
０
叉

各
期
合
宿
は
例
年
の
如
く
乗
鞍
岳
に
て
行

ひ
参
加
者
十
六
名
に
て
好
結
果
を
納
む
。

Ｏ
遠
見
尾
根
よ
り
鹿
島
槍
荒
澤
奥
壁

一
行

（
小
谷
部
全
助
、
森
脇
芳
之
、
小

林
重
吉
、
森
川
具
二
郎
、
鷲
崎
雄
四
郎

大
塚
武
、
宮
城
恭

一
）

66 月 年 二 十 利 昭
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二
月
十
五
日
　
遠
見
小
屋
附
近
に
第

一
天

幕
設
置
。

十
六
日
　
十
七
日
　
吹
雲
滞
在
。

十
八
日
　
企
員
小
遠
見
下
迄
荷
揚
げ
．

十
九
日
　
滞
在
、
ス
キ
ー
練
省
．

二
十
日
　
大
遠
見
に
第
二
天
幕
設
置
。

三
名
第
一
天
幕

へ
下
る
。

二
十

一
日
　
荷
物
運
搬
。
三
名
は
下
山
。

二
十
三
日
　
本
谷
部
、
森
脇
、
森
川
、
大

象
芽
二
天
幕
を
出
装
し
カ
ク
ネ
里
に
下

り
更
に
天
狗
尾
根
二
三
〇
〇
米
附
近
に

第
二
天
幕
設
置
。
森
脇
、
大
塚
は
第
二

天
幕

へ
か
へ
る
。
こ
の
日
浪
高
山
岳
部

員
の
道
難
あ
り
。
救
助
に
轟
力
す
。

二
十
三
日
　
第
二
、
第
二
天
幕
共
体
養
。

二
十
回
目
　
二
十
五
日
　
一一十
六
日
　
吹

雲
滞
在
）

二
千
七
日
　
晴
れ
た
る
も
烈
風
、
滞
在

二
十
八
日
　
森
脇
、
大
塚
第
二
天
幕
よ
り

五
龍
岳
へ
登
頂
。
小
谷
部
、
森
川
荒
澤

奥
壁
北
稜

へ
。
午
前
五
時
嚢
。
北
稜
の

中
途
に
て
途
に
ビ
ヴ
ア
ー
ク
せ
る
む
天

候
悪
化
せ
る
鴛
止
む
な
く
夜
牛
十
二
時

再
び
活
動
を
は
じ
め
、
天
狗
尾
根
小
合

岩

へ
は
二
十
九
日
午
前
四
時
牛
着
。

二
十
九
日
　
偶
睡
後
第
二
天
幕

へ
下
る
。

三
十
日
　
滞
在
、
休
養
。

三
十

一
日
　
第
二
天
幕
撤
枚
。

四
月

一
日
　
第
二
、
第

一
天
幕
撤
枚
、
全

員
下
山
す
．

街
常
部
で
は
昭
和
十
年
九
月
よ
り
同
十

二
年
二
月
に
至
る
部
の
活
動
を
経
め
近
く

「
針
葉
樹
第
九
統
」
と
し
て
資
刊
す
る
豫
定

で
あ
り
ま
す
。

東
京
商
科
大
學
　
一
橋
山
岳
部

Ⅲ

此
の
頃
。
こ
の
国
の
登
山
界
は
正
に
「
遠

征
時
代
」
を
現
出
し
、
最
近
は
エ
キ
ス
ペ

デ
ィ
ン
コ
ン
を
論
じ
な
け
れ
ば
山
を
話
る

費
格
な
き
も
の
と
考

へ
て
も
餘
り
的
は
ず

れ
で
な
い
、
そ
れ
は
山
へ
登
る
者
の
常
識

と
さ
へ
見
え
る
様
に
な
つ
て
来
た
。
此
の

事
は
或
る
意
味
が
ら
し
て
誠
に
悦
ば
し
い

事
だ
。
私
逹
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
の
開
心
は
常

に
懐
い
て
ゐ
る
し
、
又
過
去
に
於
て
も
持

つ
て
来
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
の
賞
現
に
就

い
て
は
嘗
つ
て
部
員
が
員
面
目
に
努
力
し

て
も
み
た
。
私
達
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ
の
熱
情

は
、
他
の
、
山
へ
開
心
を
持
つ
多
く
の
人

々
の
そ
れ
と
少
し
も
劣
ら
な
い
も
の
と
考

へ
て
居
る
。
だ
か
ら
最
近
、
我
々
が
永
い

問
秘
か
に
希
望
し
て
居
た
と
こ
ろ
の
堂
々

た
る
遠
征
除
を
日
本
か
ら
途
ら
う
と
云
ふ

具
盤
的
な
計
費
が
あ
る
と
云
ふ
事
を
耳
に

す
る
時
、
私
達
の
性
び
は
一
暦
大
き
な
も

の
と
な
つ
た
。

け
れ
ど
も
袋
々
山
岳
部
と
云
ふ
も
の
は

山
を
愛
し
、
山
に
登
り
其
虎
に
生
活
を
途

る
事
を

一
つ
の
大
き
な
愉
び
と
す
る
者
の

集
り
で
あ
つ
て
、

一
方
特
殊
な
祗
含
層
を

成
す
、
學
生
登
山
者
達
の
中
に
在
る
山
岳

園
性
の
一
つ
で
あ
る
。
此
虎
に
安
我
と
し

て
考

へ
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
の
出
資
鮎
が

あ
る
。
自
分
達
の
局
し
て
居
る
特
殊
な
位

置
、
そ
の
特
殊
性
を
没
し
て
行
動
す
る
事

は
多
く
の
場
合
誤
つ
た
方
向
に
向
ふ
事
に

な
る
。
「
遠
征
」
は
こ
の
関
の
登
山
界

一
般

の
問
題
と
し
て
、
今
日
は
最
重
要
な
問
題

で
あ
ら
う
。
そ
の
必
然
性
は
外
の
園
の
登

山
螢
逹
史
が
現
賞
的
例
證
と
し
て
如
賞
に

物
語
つ
て
居
る
。
現
段
階
に
在
る
我
登
山

界
に
と
つ
て
、
「
遠
征
」
に
封
す
る
積
極
的

な
開
心
と
研
究
の
是
非
を
論
ず
る
様
な
事

は
、
そ
の
事
自
盤
誤
り
で
あ
る
。
だ
が
貸

々
の
部
乃
至
は
學
上
登
山
層
の
問
題
は
こ

の
「
一
般
」
１１
封
す
る

「
特
殊
」
な
も
の

と
し
て
考
へ
ら
る
可
き
性
質
の
も
の
で
あ

ら
う
。
此
の
開
係
の
基
礎
の
上
に
立
つ
て

始
め
て
山
岳
部
＝
登
山
學
生
居
の
本
邦
登

山
界
に
於
け
る
存
在
意
義
が
把
握
さ
れ
、

同
時
に
私
達
の
「
遠
征
」
に
封
す
る
態
度

も
決
定
的
な
指
標
を
共
虎
に
見
出
し
得
る

の
で
は
な
い
か
。

本
學
山
岳
部
は
、
部
員
構
成
上
の
特
殊

性
か
ら
し
て
三
年
程
前
か
ら
「
合
宿
登
山
」

の
形
式
を
採
つ
て
末
た
　
合
宿
登
山
乃
至

は
集
園
登
山
と
云
ふ
形
式
印
ち
全
部
員
が

一
つ
の
山
行
を
行
ふ
事
は
既
に
私
逹
以
外

の
多
く
の
學
校
で
行
は
れ
て
帰
る
と
思
ふ

が
、
多
少
共
そ
の
内
容
を
異
に
し
て
居
る

と
考

へ
る
。
私
達
の
場
合
、
或
る
特
定
な

山
に
登
る
必
要
な
た
め
に
多
く
の
者
が
行

を
共
に
す
る
の
で
は
な
い
。
又
特
殊
な
遠

征
形
式
の
登
山
を
試
み
る
目
的
を
持
つ
て

行
ふ
の
で
も
な
い
。
夫
等
は
私
達
の
場
合

は
む
し
ろ
合
宿
の
附
随
的
日
的
と
な
る
。

根
本
の
日
的
は
全
部
員
が

一
定
の
組
織
の

下
に
協
同
の
生
活
を
途
り
、
そ
の
間
に
於

て
お
互
ひ
の
登
山
技
術
と
登
山
生
活
の
内

容
の
質
的
向
上
と
、
各
自
の
山
に
封
す
る

考

へ
方
に
付
き
お
互
ひ
に
論
議
し
合
ひ
、

充
し
合
つ
て
行
く
と

い
ふ
と

こ
ろ
に
あ

る
。
そ
れ
は
言
ひ
換

へ
れ
ば
各
自
の
山
登

り
の
内
容
を
ヨ
リ
廣
く
豊
か
に
し
、　
一
方

自
分
達
の
生
活

一
般
と
山
登
り
を
確
り
結

合
さ
せ
る
事
で
あ
る
。

地
方
的
に
　
。
分
散
し
た
學
校
で
山
登
り
の

基
礎
を
作
つ
て
木
た
者
は
、
山
の
経
瞼
に

も
、
技
術
に
も
、
そ
し
て
営
然
の
結
果
と

し
て
自
己
の
山
登
り
に
封
す
る
考
へ
も
各

・
種
各
様
な
も
の
と
な
つ
て
居
る
。
そ
う
云

一
ふ
連
中
が
、
僅
か
三
年
間
協
同
の
生
活
を

一
途
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
條
件
の
下
に

一
在
る
私
達
に
と
つ
て
、　
一
つ
の
部
と
し
て

一
登
山
に
特
殊
性
を
持
た
せ
る
に
は
、
他
に

一
通
常
な
方
法
が
見
出
し
得
な
か
つ
た
の
で

一
あ
つ
た
。
そ
し
て
又
私
達
の
今
迄
の
山
登

一
り
が
と
も
す
れ
ば
自
分
達
の
現
賞
の
生
活

一
か
ら
遊
離
し
た
山
登
り
の
た
め
の
山
登
リ

一
で
あ
る
事
が
多
く
、
自
己
の
山
登
り
を
唯

一　
一
の
も
の
と
過
信
す
る
と
云
ふ
大
き
な
快

一
紺
を
持
つ
。
併
し
そ
れ
で
は
現
在
の
様
な

一
登
山
界
の
情
勢
に
な
つ
て
、
最
早
山
岳
部

一
の
積
極
的
存
在
意
義
を
見
出
し
得
な
い
。

一
山
岳
部
は
山
登
り
を
通
し
て
ョ
リ
深
い
も

の
を
掴
み
出
し
て
行
く
様
に
進
ま
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
つ
た
。

此
の
様
な
意
日
の
下
に
行
つ
た
敷
回
の

合
宿
を
超
験
し
て
我
々
は
あ
る
新
し
い
自

覺
を
持
つ
た
。
そ
れ
は
我
々
の
間
に
山
登

り
に
封
す
る
内
的
反
省
が
、
今
迄
如
何
に

鴛
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
か
、
で
あ
つ
た
。

だ
が
此
の
登
山
に
於
け
る
「
思
想
の
貧
困
」

は
、
我
々
の
快
鮎
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ

の
図
の
登
山
界
の
一
翡
鮎
で
も
あ
る
様
に

思
は
れ
る
。
我
が
国
の
登
山
界
の
レ
ベ
ル

が

一
帯
に
低
調
な
り
と
云
は
れ
る
原
因
も

此
の
登
山
者
達
の
無
思
想
性
に
そ
の
一
つ

を
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
此
の
事

は
面
登
り
を
山
登
り
と
し
て
の
み
考
へ
ろ

・

事
に
原
因
し
て
居
る
様
に
考
え
ら
れ
た
。

我
々
の
偉
大
な
先
樅
者
達
は
、

一
つ
の
人

生
親
に
迄
反
映
す
る
様
な
深
い
思
想
を
そ

の
一
歩
々
々
の
賞
騰
の
中
に
創
り
出
し
て

行
つ
た
。
私
逹
の
望
む
と
こ
ろ
の
山
登
り

も
、
そ
の
様
な
生
活

一
般
と
正
し
く
統
合

さ
れ
た
山
登
り
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
、
現

賞
に
於
け
る
我
々
の
祀
會
生
活
を
、
山
登

り
に
迄
接
張
す
る
事
に
依
つ
て
鶯
し
得
、

亦
其
虎
に
於
て
こ
そ
登
山
が
我
々
の
生
活

を
豊
か
に
し
て
異
れ
る
意
義
が
見
出
さ
れ

る
と
思
ふ
。Ｘ

　
　
　
　
Ｘ
　
　
　
　
Ｘ

今
春
は
、
部
員
が
全
部
揃
つ
て
暇
な
時

を
得
ら
れ
な
い
事
と
、
今
迄
探
っ
て
来
た

合
宿
の
唯

一
つ
の
快
鮎
で
あ
る
、
登
山
紅

瞼
の
不
足

（
印
ち
廣
く
山
を
知
る
こ
と
に

多
少
の
快
陥
が
ぁ
る
）
を
補
ふ
た
め
に
、

敷
個
の
除
ぼ
分
割
し
た
、
分
散
登
山
を
行

つ
た
。

第

一
班
は
二
月
二
十
二
‐日
か

‘ら
月
末
迄

の
豫
定
で
自
馬
の
鑓
温
泉
か
ら
猿
倉
小
合

に
油
ず
る
道
の
峠
に
常
る
通
稗
双
子
岩
と

呼
ば
れ
る
虎
に
天
幕
を
張
り
、
杓
子
の
壁

並
に
鑓
の
東
尾
根
を
登
る
事
に
し
た
。
結

果
は
天
候
悪
く
登
攀
の
吹
獲
は
皆
無
、
唯

だ
晴
れ
間
に
杓
子
澤
右
岸
の
二
次
郎
不
や

小
日
向
山
の
斜
面
で
春
の
ス
キ
ー
を
事
業

し
た
の
み
で
あ
つ
た
。

露
誉
に
就
い
て
、
天
幕
は
直
後
十
尺
の

ア
ー
ク
チ
ツ
ク
テ
ン
ト
を
用
ふ
。
天
幕
地

は
双
子
端
の
杓
子
側
約
二
尺
堀
り
下
げ
彗

を
踏
み
固
め
て
建
設
し
た
。
人
口
は
小
日

向
山
側
。
パ
テ
ィ
ー
は
五
名
、
建
設
日
は
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豫
定
よ
り
お
く
れ
て
二
十
五
日
。
そ
の
後

二
日
間
の
吹
雲
の
た
め
三
分

一
程
埋
る
。

天
幕
の
布
地
の
寸
法
と
フ
レ
ー
ム
の
寸
法

と
が
一
致
し
な
か
つ
た
た
め
か
、
布
地
が

内
側
に
た
る
み
、
天
幕
内
が
や
ヽ
狭
く
な

つ
た
）
バ
ン
プ
ー
祀
製
フ
レ
ー
ム
は
撤
牧

迄
の
間
三
本
折
れ
た
。
保
温
は
非
常
に
よ

く
、
石
油
コ
ン
ロ
一
個
で
＋
Ю
い
。
０
を
示

す
時
多
し
。
通
風
筒
は
Ｈ
型
式
煙
突
を
用

ふ
、
成
績
良
好
、
入
日
は
絞
り
式
、
マ
ツ

ト
は
普
洒
の
カ
ボ
ッ
ク
マ
ッ
ト
を
使
用
し

た
が
、
三
、
四
日
で
水
が
浸
み
成
績
不
良

特
に
春
は
不
通
常
と
思
ふ
。
我
々
は
今
迄

に
各
季
、
春
季
、
並
に
張
風
の
時
と
、
雪

に
企
↑
埋
滋
し
た
時
と
紹
瞼
し
た
が
、
此

の
式
の
天
幕
で
は
常
に
安
全
な
生
活
が
出

来
る
。
器
具
と
し
て
改
良
の
餘
地
あ
り
と

思
つ
た
の
は
、
シ
ヤ
ベ
ル
で
あ
つ
た
。
我

々
の
使
用
し
た
ア
ル
ミ
製
品
は
不
完
全
で

す
ぐ
使
用
不
能
と
な
つ
た
。
多
少
目
方
を

か
け
て
も
丈
大
な
鐵
製
品
を
使
ふ
方
が
良

い
と
思
ふ
′

今
度
の
旅
は
、
目
的
の
登
攀
に
は
失
敗

し
た
が
、
雪
中
露
誉
が
殆
ど
常
識
化
し
夏

の
生
活
と
大
差
な
い
迄
に
な
つ
た
事
を
自

一
覺
し
た
事
は
一
つ
の
牧
獲
で
あ
つ
た
。
双

子
岩
附
近
は
．
ス
キ
ー
に
良
く
、
又
日
婦

り
の
岩
登
り
と
し
て
色
々
と
興
味
あ
る
ル

ー
ト
も
あ
り
、
春
山
の
短
い
生
活
に
は
捨

て
難
い
良
さ
を
持
つ
た
場
所
で
あ
る
。
猿

倉
小
合
か
ら

一
時
間
牛
乃
至
二
時
間
牛
で

到
着
出
来
、
そ
の
滑
降
も
又
素
晴
し
い
虎

と
思
ふ
。
（
以
上
渡
邊
記
）

第
二
班
、
南
ア
ル
プ
ス
縦
走
の
パ
テ
ィ

ト
は
三
名
で
、
遠
山
川
を
洸
行
し
聖
、
兎

か
ら
赤
石
を
組
て
遠
ぐ
三
伏
峠
ま
で
計
費

を
立
て
ヽ
ゐ
た
が
、
勝
手
の
悪
い
南
の
事

と
て
先
づ
人
大
に
悩
ま
さ
れ
つ
い
で
豫
想

以
上
に
豊
か
な
積
雲
量
に
驚
き
す
べ
て
に

於
い
て
思
ひ
が
け
な
い
苦
問
を
張
ひ
ら
れ

た
。
下
栗
の
部
落
を
二
十
一
日
に
登
つ
て

糾
天
島
か
ら
西
澤
の
出
合
、
■
．平
、
兎
岳

の
北
の
鞍
部
、
百
問
洞
と
テ
ン
ト
を
移
動

し
小
澁
川
を
下
つ
た
。
豫
定
を
短
縮
し
て

此
の
族
な
絡
へ
る
の
に
約
二
週
間
近
く
を

要
し
て
し
ま
つ
た
、
就
中
翠
岳
の
上
り
下

り
は
正
月
に
富
士
の
大
澤
で
紅
瞼
し
た
よ

り
も
、
逢
に
悪
い
氷
彗
状
態
で
あ
つ
た
。

こ
れ
は
面
川

一
杯
に
散
乱
す
る
怖
る
べ
き

デ
プ
リ
と
共
に
吾
々
の
最
も
意
外
と
し
て

驚
歎
ず
る
と
共
に
興
味
を
抱
い
た
事
貧
で

あ
つ
た
が
、
今
年
の
市
就
中
そ
の
南
部

一

帯
に
亘
る
例
年
に
な
い
大
雲
の
話
を
聞
く

に
及
ん
で
こ
れ
は
単
に
ア
プ
ノ
ル
マ
ル
な

事
象
に
す
ぎ
な
い
と
知
っ
て
い
さ
ヽ
か
失

望
し
た
の
で
あ
る
。

用
共
に
つ
い
て
は
な
る
べ
く
軽
い
様
に

テ
ン
ト
は
夏
川
の
も
の
に
フ
ラ
イ
を
縫
ひ

つ
け
、
炊
事
具
展
具
共
の
他

一
切
第

一
班

が
用
ひ
た
も
の
を
分
割
使
用
し
て
見
て
別

に
差
支
へ
は
な
か
つ
た
。

第
主
班
は
わ
づ
か
二
名
で
槍
不
へ
入
る

事
に
な
つ
た
、
四
月
も
七
日
に
な
つ
て
や

つ
と
出
装
し
十
日
に
槍
手
の
小
屋
に
入
つ

て
十
三
日
槍
に
十
四
日
瀧
谷
の
第
二
尾
根

を
登
攀
し
て
十
六
日
に
引
き
揚
げ
る
間
快

晴
に
恵
ま
れ
快
適
な
生
活
を
楽
し
む
事
が

出
来
た
、
瀧
谷
も
か
つ
て
早
精
田
の
人
々

が
あ
れ
ほ
ど
長
く
張
ぐ
戦
つ
た
時
を
想
起

す
れ
ば
餘
り
に
も
飽
氣
な
く
成
功
を
得
る

事
が
出
来
た

（
尤
も
瀧
谷
の
中
で
も
第
二

尾
根
は
最
も
容
易
な
ル
ー
ト
の
一
つ
で
あ

り
四
月
も
牛
ば
で
は
あ
る
が
）
。

春
の
山
を
絡

へ
て
感
じ
た
事
は
前
に
渡

邊
の
述
べ
た
意
味
に
於
け
る
合
宿
の
最
も

債
値
高
き
事
で
あ
る
。
吾
々
は
登
山
紅
瞼

の
不
足
を
何
と
な
く
感
じ
て
試
み
に
分
散

の
形
式
を
探
用
し
成
る
べ
く
技
術
的
に
も

困
難
な
二
つ
は
不
慣
れ
な
未
知
の
山
々
を

求
め
て
散
つ
た
の
で
あ
る
が

（
今
初
め
て

感
じ
た
わ
け
で
は
な
い
が
）
．
内
地
の
山
々

や
或
ひ
は
又
そ
の
グ
ア
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
ル

ー
ト
が
力、
つ
て
の
人
々
の
そ
れ
の
如
き
興

味
の
封
象
と
な
り
得
な
い
事
を
丹
念
に
紅

験
せ
ら
れ
た
様
な
物
で
あ
つ
た
。

廣
く
山
に
登
る
事
そ
れ
は
確
に
山
を
知

る
に
最
も
い
ヽ
方
法
で
あ
る
。
併
し
僅
か

三
年
と
限
ら
れ
た
大
學
生
活
中
に
ど
れ
程

の
廣
さ
に
ま
で
山
登
り
が
出
来
る
で
あ
ら

う
か
、
鈍
重
な
天
分
の
登
山
家
が
三
年
間

に
何
程
の
事
が
な
し
得
よ
う
、
偉
大
な
自

然
か
ら
何
を
看
取
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。

吾
々
は
此
の
時
人
と
人
と
の
接
鯛
に
多

人
の
期
待
を
か
け
る
、
そ
の
間
に
山
が
介

在
す
る
も
の
と
考

へ
る
と
き
合
宿
な
る
も

の
ヽ
最
も
有
意
義
な
る
を
首
肯
し
得
る
の

で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

吾
々
は
登
山
の
外
面
的
要
素
印
ち
肝
登

り
だ
と
か
ス
キ
ー
だ
と
か
氷
雲
に
封
す
る

も
の
だ
と
か
に
就
い
て
は
決
し
て
研
究
を

怠
つ
て
は
な
ら
な
い
、
両
し
同
時
に
吾
か

園
の
登
山
技
術

一
般
の
水
準
が
高
く
な
つ

た
如
く
吾
々
の
山
岳
部
の
そ
れ
も
登
達
し

た
と
自
信
を
も
つ
て
い
ヽ
と
思
ふ
。
餘
リ

う
る
さ
く
さ
う
云
つ
た
方
面
の
事
に
没
頭

す
る
よ
り
も
今
吾
々
の
山
岳
部
と
し
て
な

す
べ
き
事
は
明
に
他
に
在
る
と
確
信
し
て

ゐ
る
。
（
以
上
釣
＝
記
）

東
大
ス
キ
ー
山
岳
部

ナ
ン
ダ
・
デ
ヴ
イ
の

一
挿
話

英
米
合
同
除
が
ナ
ン
ダ

・
デ
デ
イ
第
四

キ
ヤ
ン
プ
に
屯
し
て
居
た
日
、
―

・昨
年

八
月
二
十
七
日
の
こ
と
、
オ
デ
ル
と
ヒ
ュ

ー
ス
ト
ン
雨
名
は
前
進
し
て
露
誉
し
て
居

た
の
だ
が
、
こ
の
朝
上
の
方
か
ら
そ
の
オ

デ
ル
の
コ
ー
デ
ル
が
楽
し
そ
う
に
開
え
て

来
る
の
を
聞
い
て
一
同
は
さ
て
も
う
頂
上

を
や
つ
つ
け
て
婦
つ
て
来
た
の
か
と
よ
く

耳
を
澄
ま
す
と
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
正
に

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
叫
び
な
の
だ
。
驚

い
た

一
同
が

テ
ン
ト
か
ら
飛
出
し
て
カ
ー
タ
ー
が
大
群

で
怒
鳴
つ
た
虎
、
オ
デ
ル
か
ら
返
事
が
あ

つ
た
一　
ピ
Ｏ
Ｆ
”
【〓
①
】∽
″
〓
【①
Ｑ
‘
　
ヒ
ユ・―
ス

ト
ン
が
死
ん
だ
と
い
ふ
・―

‥
そ
れ
で
は
オ

デ
ル
も
怪
我
位
は
し
た
に
違
ひ
な
い
と
い

ふ
の
で
、　
一
同
驚

い
て
難
場
を
息
せ
き
切

つ
て
登
つ
た
の
で
あ
る
。
露
誉
地
鮎

へ
あ

と
二
十
ャ
ー
ド
と
い
ふ
あ
た
り
か
ら
見
る

と
氷
斧
が
二
本
ぼ
つ
ね
ん
と
突
立
て
ら
れ

て
居
る
―

不
吉
な
豫
感
が
ス
ー
ツ
と
通

ワつ
。そ

の
瞬
問
テ
ン
ト
か
ら
聞
え
た
馨
は
、

「
や
い
、
お
茶
を
持
つ
て
る
か
？
」
と
い

ふ
肇
で
は
な
い
か
。
驚

い
た
こ
と
に
二
人

と
も
そ
こ
に
居
る
。
さ
つ
き
の
叫
び
は
、

．Ｏ
Ｆ
』
①
【い
出
ヽ

だ
つ
た
の
だ
。
昨
夜

猛
烈
な
食
傷
で
ヒ
ュ
ト
ス
ト
ン
が
腹
痛
を

起
し
た
と
い
ふ
わ
け
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
行
で
テ
ィ
ル
マ
ン
は
酸
入
器
は
勿

義調
、
ピ
ト
ン
か
ら
ク
ラ
ム
ポ
ン
ま
で
メ
カ

ニ
カ
ル
・
エ
イ
ゾ
は
何

一
つ
借
り
な
か
つ

た
と
豪
話
し
て
居
る
が
、
さ
す
が
に
今
後

小
型
無
電
機
だ
け
は
是
非
携
行
　
な
く
て

は
な
ら
ん

と

い
ふ
こ
と
に
な
つ
た
そ
う

だ
。
（
Ｔ
Ｓ
上
）
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テ
ィ
ル
マ
ン
の
ナ
ン
ダ

・
デ
デ
イ
登
一雪
一

ン
プ
ト
ン
の
同
地
方
踏
査
、
パ
ウ
フ
ア
の

シ
ツ
キ
ム
遠
征
、
ウ
ィ
ー
ス
ナ
ー
の
ウ
ォ

デ
イ
ン
ト
ン
初
登
攀
、
獨
換
山
岳
會

の
コ

ー
カ
サ
ス
等
さ
す
が
に
昨
年
度
の
大
も
の

を
集
め
轟
し
た
期
を
塁
し
て
居
る
。

そ
の
中
で
も
テ
ィ
ル
マ
ン
の
ナ
ン
ダ

・

デ
ヴ
イ
と
バ
ウ
フ
ア
の
シ
ツ
キ
ム
と
は
始

め
て
詳
し
い
報
告
に
接
す
る
だ
け
に
非
常

な
興
味
を
持

つ
て
讀
ま
れ
る
。
し
か
も
こ

の
二
つ
が
い
づ
れ
も
ポ
ー
タ
ー
を
最
少
限

度
に
と
ど
め
る
小
パ
ー
テ
イ
で
あ
り
な
が

ら
輝
し
い
業
蹟
を
攀
げ
て
居
る
紺
注
目
に

値
す
る
。

ナ
ン
ダ

・
デ
ブ
イ
の
場
合
は
険
悪
な
ソ

シ
峡
谷
湖
行
の
際
既
に
ド
ー
テ
ィ
ア
ル
の

ポ
ー
タ
ー
達
の
不
服
に
遭

つ
て
相
営
辛

い
．

思
ひ
を
し
た
が
、
更
に
第

一
キ
ヤ
ン
プ
設

置
後
シ
エ
ル
パ
七
名
の
中
二
名
だ
け
し
か

上
方
キ
ヤ
ン
プ

ヘ
進
む
こ
と
を
肯
ん
ぜ
ず

そ
の
二
名
の
パ
サ
ン
と

こ
マ
・
ツ
ェ
リ
ン

グ
は
そ
の
後
前
者
は
彗
盲
、
後
者
は
病
氣

で
第
ニ
キ
ヤ
ン
プ
に
七
日
間
庭
る
始
末
、

結
局
Ｃ
ｌ
、
Ｃ
Ｈ
を
除
く
他
の
作
業
は
全
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部
サ
ヒ
プ
達
が
や
ら
ぎ
る
を
得
な
か
つ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
困
難
を
克
服
し
て
登
頂

し
た
こ
と
に
封
し
て
、
テ
ィ
ル
マ
ン
は
こ

の
文
中
で
。「
シ
エ
ル
パ
の
事
故
が
果
し
て

障
害
と
な
つ
た
か
否
か
は
一
漑
に
は
云
ヘ

な
い
。
む
し
ろ
彼
等
の
居
な
か
つ
た
た
め

に
危
険
な
ル
ー
ト
を
た
ど
る
時
邪
魔
物
が

な
く
て
幸
だ
つ
た
と
も
云
へ
る
」
と
批
剣

し
て
居
る
。

こ
の
上
む
を
得
ぎ
る
ポ
ー
タ
ー
抜
き
の

登
攀
に
比
し
て
パ
ウ
フ
ア
一
行
の
シ
ツ
キ

ム
遠
征
除
の
場
合
は
パ
ウ
フ
ア
自
身
が
こ

の
文
の
冒
頭
で
犀
明
す
る
通
り
、
最
近
の

大
部
除
の
遠
征
が
果
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
亘
峯

を
征
服
す
る
方
法
か
ど
う
か
、
三
四
人
の

．登
山
者
が
最
少
限
の
ポ
ー
タ
ー
を
連
れ
て

出
掛
け
た
方
が
費
用
も
少
く
て
済
む
の
で

は
な
い
か
と
い
ふ
考
慮
の
下
に
そ
の
貧
瞼

と
し
て
四
名
の
メ
ム
パ
ー
に
、
四
名
の
ポ

ー
タ
ー
と
い
ふ
思
ひ
切
っ
た
小
人
数
で
出

掛
け
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
他
に
目
的
と

し
て
、
ナ
ン
ガ
パ
ル
パ
ツ
ト
第
四
回
登
攀

，
の
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
と
そ
の
た
め
の
装

備
、
糧
食
、
メ
ト
ー
デ
の
検
討
を
兼
ね
、

更
に
最
初
か
ら
美
峰
シ
ニ
オ
ル
チ
ユ
ウ
ム

登
攀
を
も
志
し
て
居
た
と
い
ふ
野
心
満
々

た
る
も
の
で
あ
つ
た
。　
一
行
は
猛
烈
な
悪

天
候
の
中
を
よ
く
動
き
、
途
に
九
月
二
十

三
日
ウ
ヰ
ー
ン
と
ゲ
ツ
ト
ナ
ー
と
は
シ
ニ

オ
ル
チ
ウ
ム
の
頂
に
立
つ
こ
と
が
出
来
た

の
で
あ
つ
た
。
こ
の
時
も
氷
河
以
上
は

一

人
の
ボ
ー
タ
ー
も
使
用
し
て
居
な
い
。

期
せ
ず
し
て
こ
の
二
つ
の
輝
し
い
報
告

は
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
の
形
式
に
つ
い
て
一
つ

の
問
題
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

ナ
ン
ダ

ｏ
デ
ヴ
イ
の
篤
員
も
シ
ニ
オ
ル

チ
ウ
ム
・
シ
ム
プ
の
篤
員
も
素
晴
ら
し
い

が
、
グ
ラ
ハ
ム
・
プ
ラ
ウ
ン
教
授
撮
影
の

Ｃ
３
１
Ｃ
４
間
か
ら
見
た
ナ
ン
ダ

・
コ
ツ

ト
の
勇
姿
は
立
教
の
人
達
を
喜
ば
す
こ
と

多
大
で
あ
ら
う
。
八
月
末
の
撮
影
で
あ
ら

う
と
思
は
れ
る
か
ら
多
分
こ
の
山
麓
を
日

本
の
一
除
が
歩
い
て
居
た
に
違
ひ
な
い
。

日
本
に
関
係
の
あ
る
こ
と
で
は
ア
ル
バ
イ

ン
・
ノ
ー
ッ
に
日
本
山
岳
會
が
ウ
ェ
ス
ト

ン
さ
ん
の
プ
ロ
ン
ズ
・
ク
リ
ー
フ
を
上
河

内
に
建
設
す
る
旨
が
報
ぜ
ら
れ
て
居
る
。

そ
の
他
さ
す
が
に
Ａ

・
Ｊ
だ
け
に
書
く

こ
と
は
い
く
ら
も
あ
る
が
、
簡
単
な
紹
介

の
筆
は
こ
の
邊
で
と
ど
め
る
（
島
田
）

◇
會

員

通

信

◆

双
六
池
小
屋
へ
（
四
月
）

大
分
前
の
夏
の
或
る
夕
方
お
ひ
ノ
ヽ
に

晴
れ
て
行
く
霧
雨
の
中
に
見
た
笠
ケ
岳
の

景
色
や
双
六
池
の
静
か
な
様
子
は
其
後
も

永
く
印
象
に
残
つ
て
ゐ
た
が
、
此
虎
に
新

し
く
小
屋
が
建
て
ら
れ
た
の
で
行
つ
て
見

た
。四

月
十
八
■
（
晴
）

飛
騨
古
川
瞬
か
ら

栃
尾
ま
で
自
動
車
。
紳
坂
の
沖
田
氏
へ
ょ

つ
て
さ
ら
に
小
屋
の
様
子
を
き
き
、
槍
見

温
泉
泊

十
九
日
（
晴
）

左
俣
丹
小
屋
ま
で
。
ど

う
せ
書
に
は
着
く
か
ら
、
ゆ
つ
く
――
行
く

皆
煙
草
を
の
む
の
で
何
か
と
い
ふ
と
休
ん

で
一
ぷ
く
す
る
。

二
十
日
（晴
）

岩
小
屋
か
ら
ス
キ
イ
を

は
く
（
六
。
四
五
）。
大
ノ
マ
乗
越

（
三
・

０
０
）
。荷
が
重
い
上
に
無
暗
に
暑
い
の
で

た
び
ノ
ヽ
体
む
。
双
六
池
小
屋

（
四
ｏ
四

五
）二

十
一
日
、
二
十
二
日
（
雨
風
）。
滞
在

二
十
三
日

（
曇
、
お
ひ
′
ヽ
に
良
く
な

る
）
。
双
六
岳
だ
の
そ
の
近
く
を
散
歩
。

二
十
四
日
（
晴
）

先
の
天
候
が
心
配
な

の
で
笠
ケ
岳
や
黒
部
五
郎
岳
は
割
愛
し
て

烏
帽
子
へ
急
ぐ
事
に
す
る
。

双
六
池
小
屋
（
六
・
○
○
）
―

水
晶
小

屋
（
一
二
・
〇
〇
）
―

野
口
五
郎

（
四

・

Ｏ
ｏ
）
―

烏
帽
子
小
屋
（
六
・
三
〇
）

こ
の
間
、
水
品
か
ら
の
下
り
に
雪
が
深

く
て
か
ら
だ
の
埋
る
箇
所
を
僅
か
ス
キ
イ

を
使
つ
た
き
り
、
あ
と
は
全
部
指
い
で
夏

路
を
歩
い
て
ゐ
た
有
様
で
あ
つ
た
。
か
う

な
る
と
短
い
ス
キ
イ
が
欲
し
い
。

水
晶
か
ら
東
澤
を
見
下
し
て
餘
程
降
リ

て
行
き
た
く
な
る
．

春
は
ど
の
澤
も
の
ど
か
に
美
し
い
。
み

ん
な
降
り
て
行
つ
て
見
た
く
な
り
又
登
つ

て
行
つ
て
見
た
く
な
る
．

二
十
五
日
（
雨
）

兎
に
角
、

一
度
町
へ

降
り
や
う
と
い
ふ
の
で
雨
の
中
を
出
る
。

（
八
・
○
○
）。
濁
小
屋
で
焚
火
を
し
て
少

憩
。
す
つ
か
り
濡
れ
て
高
温
泉
に
着
く
（
二

・
〇
〇
）。笹
不
か
ら
細
野
ま
で
自
動
車
。

細
野
泊
。

二
十
六
日

（
少
雨
、
午
後
止
ん
だ
が
雲

は
低
く
た
れ
て
ゐ
る
）。今
度
は
荷
の
少
な

い
ス
キ
イ
も
使

へ
る
山
歩
き
を
し
や
う
と

言
つ
て
ゐ
た
が
、
こ
の
天
気
で
は
出
か
け

ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
二
十
日
ま
で
に
婦
る

と
す
れ
ば
も
う
日
も
な
い
の
で
晴
れ
た
ら

白
馬
へ
行
く
こ
と
に
す
る
。
燿
邊
で
煙
草

を
の
ん
だ
り
、
子
供
と
一
し
よ
に
お
宙

ヘ

行
つ
て
大
鼓
を
た
た
い
た
り
し
て
ゐ
る
う

ち
に
一
日
た
つ
た
。

二
十
七
日
（
曇
）

一
強
に
寒
く
な
り
、

老
人
た
ち
は
山
は
雲
に
な
る
か
な
な
ど
と

話
合
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
う
ち
雲
も
切
れ
て

来
て
明
日
は
良
さ
そ
う
に
思

へ
た
の
で
四

時
過
ぎ
て
か
ら
猿
倉

へ
出
か
け
た
。

二
十
八
日
バ
晴
）

猿
倉

（
七
・
〇
〇
）

―

杓
子
尾
根
―
‐
國
境
（
一
二
・
Ｏ
Ｏ
）

―

白
馬
小
屋
（
一
・
三
〇
）

二
十
九
日
（晴
）

白
馬
小
屋

（
六
ｏ
Ｏ

Ｏ
）
今
年
は
雪
が
少
な
い
の
で
先
は
ど
の

邊
ま
で
ス
キ
イ
が
使

へ
る
か
、
乗
鞍
の
上

か
ら
し
き
り
に
眺
め
て
ゐ
た
が
、
と
に
か

く
行
つ
て
見
ま
せ
う
と
云
ふ
の
で
そ
こ
か

ら
ス
キ
イ
を
つ
け
て
滑
出
す
。
と
こ
ろ
が

案
外
雪
が
あ
つ
て
木
地
屋
の
上
ま
で
は
け

た
。フ
平
岩
（
二
・
三
〇
）
。
そ
こ
か
ら
道
が

い
た
ん
で
ゐ
て
島
の
手
前
ま
で
し
か
自
動

車
が
行
か
ず
、
中
途
ま
で
歩
か
さ
れ
た
。

五
時
五
十
分
登
の
汽
車
に
乗
る
。
四
谷
で

今
度
の
最
初
か
ら
同
行
し
た
細
野
の
九
山

典
兵
衛
、
鶴
喜
代
雨
対
に
別
れ
る
。
夕
陽

の
中
に
自
馬
連
峰
は
静
か
に
美
し
い
．
も

う

一
度
降
り
て
行
き
た
い
と
い
ふ
気
持
が

し
き
り
に
す
る
の
で
、
次
の
計
書
、
ま
た

そ
の
次
は
と
い
ふ
風
に
先
々
の
事
を
考

ヘ

る
。
子
供
を
な
だ
め
る
や
う
な
も
の
で
あ
・

らヽ
ｏ，
。

白
馬
又
は
構
池
か
ら
蓮
華
温
泉
の
方
を

通
り
平
岩
へ
出
る
こ
の
コ
ー
ス
は
一
日
の

や
さ
し
い
ス
キ
イ
の
コ
ー
ス
と
し
て
推
薦

出
来
．る
。　
こ
と
に
汽
車
が
不
岩
ま
で
開
通

す
れ
ば
こ
の
方
面
は
一
そ
う
さ
か
ん
に
な

る
こ
と
と
思
ふ
。

今
度
は
雑
誌
を

一
肝
持
つ
て
行
つ
て
調

ん
で
ゐ
た
。
月
刊
文
章
の
増
刊

「
全
日
本

子
供
の
文
章
」
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
小
學
生
の
綴
方
を
集
め
た
も
の
で
あ
る

が
、

一
部
都
會
の
子
供
た
ち
の
作
文
に
も

見
ら
れ
る

「
文
學
に
中
毒
し
た
若
い
教
師

の

『
藝
術
運
動
』
に
よ
つ
た
も
の
で
も
な

く
、
又
、

『
董
心
の
情
操
教
育
』
な
ど
と

い
ふ
や
う
な

「
作
ら
れ
た
」
も
の
で
も
な

い
と
序
文
に
も
あ
つ
た
が
、
こ
れ
ら
の
文

章
の
中
に
は
心
を
打
た
れ
る
も
の
が
あ
つ

た
．
農
村
や
漁
村
や
又
は
郡
會
の
貧
し
い

に
域
の
子
供
た
ち
の
筆
に
な
つ
た
も
の
が

多
ぐ
、
既
に
幼
少
に
し
て
生
活
の
重
荷
を

分
け
指
つ
て
ゐ
る
も
の
も
少
な
く
は
な
い

が
、
却
つ
て
、
暗
く
感
傷
的
に
陥
つ
て
ゐ

る
所
が
無

い
の
で
あ
る
。

私
は
こ
れ
ら
の
文
章
を
讀
ん
で
ゐ
る
う

ち
に
、
自
分
の
家
の
職
業
一農
業
）
に
つ
い

て
ど
う
い
ふ
風
に
や
つ
て
行
つ
た
ら
い
ヽ

か
い
ろ
′
ヽ
考

へ
を
述
べ
て
ゐ
る
尋
常
六

年
の
女
の
子
に
も
、
又
、
豆
モ
チ
を
ウ
ン

と
持
つ
て
来
て
く
れ
、
そ
れ
か
ら

「
ア
ノ

ス
ゴ
イ
五
十
レ
ン
パ
ツ
」
を
買
つ
て
来
て

く
れ
と
お
土
産
を
持
つ
て
ゐ
る
扁
島
の
尋

常

一
年
の
男
の
子
に
も
會
ひ
魔

い
心
持
さ

へ
し
た
の
で
あ
つ
た
．
（
田
邊
主
計
）

立
山
た
よ
り

會
員
諸
兄
盆
御
健
勝
の
事
と
存
候
小
生

去
る
十
九
日
大
阪
出
嚢
、
春
の
立
山
に
向

ひ
候
。
山
麓
附
近
は
機
の
満
開
、
ビ
ジ
ョ

ウ
坂
に
は
イ
ヮ
ヵ
ガ
ミ
ヽ
シ
ヨ
ウ
ジ
ヨ
ウ

パ
カ
マ
等
の
高
山
植
物
喚
き
乱
れ
春
の
ア

ル
プ
ス
の
よ
さ
を
深
く
覺
え
候
。
ブ
ナ
桝
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手
前
よ
リ
ス
キ
ー
を
用
ゐ
初
め
は
プ
ナ
小

屋
泊
り
、
毎
日
は
雨
に
て
追
分
に
二
泊
し

次
は
室
堂
に
偶
泊
）
二
十
四
日
快
晴
の
雄

山
に
登
頂
仕
り
候
。
北
ア
ル
プ
ス
の
遠
望

を
得
て
ヵ
メ
ラ
を
酷
使
致
候
、
例
年
の
牛

分
と
は
い
へ
迫
分
附
近
に
て
は
今
竹
四
〇

〇
セ
ン
チ
の
ザ
ラ
メ
雪
を
残
し
登
山
者
を

喜
ぱ
せ
居
候
。
（
富
田
健

一
）

山
日
配
編
輯
報
告

六
月
上
旬
。
第
八
韓
の
新
し
い
山
日
記

が
麦
行
の
運
び
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
の

山
日
記
は
嘗
つ
て
例
の
な
い
企
編
組
更
え

の
新
版
で
あ
つ
て
、
全
く
新
ら
し
い
出
発

の
氣
持
で
編
韓
さ
れ
、
内
容
の
充
賞
更
新

に
努
め
た
次
第
で
す
。
中
央
ア
ジ
ア
山
脈

の
＝
念
同
四
葉
、
本
邦
山
岳
語
彙
七
〇
〇

語
は
本
年
版
の
新
稿

内
容
と
執
筆
者

暦
、
七
曜
表
、
日
月
出
没
時
間

一
覧
表

日
記
欄
、
登
山
経
歴
表
、
自
由
日
記
欄

佳
所
欄

登
山
の
注
意
（
松
方
二
郎
）

山
岳
気
象
（氣
象
裏
）

各
期
登
山
（松
方
、
西
堀
榮
二
郎
）

應
急
手
常
、
登
山
衛
生
（
片
山
弘
）

服
装
、
用
具
、
食
料

登
山
用
品
表

登
山
用
食
料
目
録

地
団
使
用
上
の
注
意
（
園
部
蔀
）

山
岳
篤
員
要
項
（
額
田
敏
）

外
国
高
山
百
七
十
座
（
木
暮
理
太
郎
）

完
登
、
未
完
登
を
饉
別
す
、
概
念
日

中
央
ア
ジ
ア
山
系
、
Ｋ
２
、
カ
ン
チ

エ
ン
ジ
ユ
ン
ガ
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト

外
国
主
要
峠
高
度
表
（
木
暮
）

本
邦
山
岳
高
度
表
（
木
暮
）

本
邦
峠
高
度
表
（
木
暮
）

登
山
日
程
表

（
冠
、
櫻
井
、
中
野
、
後

藤
、
中
村
、
中
司
、
沼
井
、
竹
内
、

下
出
、
津
田
、
角
田
）

日
程
表
概
念
固

（
北
、
中
央
、
市
ア
ル

プ
ス
、
秩
父
、
上
越
境
、
奥
利
根
尾

瀬
、
氷
ノ
山
、
九
葉
）

山
小
屋
（
再
調
査
）

山
案
内

（
再
調
査
）

帝
室
林
野
局
、
管
林
署

一
覧

金
國
登
山
国
盤

一
覧

地
名
解
讀

本
邦
山
岳
話
彙
（
研
究
部
、
高
橋
）

外
園
山
岳
語
彙

郵
便
規
定
、
寒
曖
計
度
量
衡
、
日
本
山

岳
會
會
則

雲
形
固
版
（篤
員
十
二
面
）

定
　
債
　
一
回

獲
賣
所
　
岩
波
書
店

山
日
配
會
員
割
引
に
就
て

山
日
記
は
例
年
の
如
く
會
員
に
封
し
ニ

割
引
を
以
て
御
頒
ち
す
る
事
に
な
り
、
漁

約
申
込
を
募
り
ま
す
。

１
　
頒
償
八
〇
錢
（
定
慣

一
回
）

２
　
途
料
　
六
銭

３
　
申
込
は
本
會
事
務
所
宛
の
こ
と

４
　
途
料
は
申
込
と
同
時
の
こ
と

５
　
中
込
期
限
　
六
月
二
十
日

含
員
と
し
て
は
是
非

一
肝
は
ル
ツ
タ
サ

ツ
ク
ヘ
お
牧
め
願
ひ
ま
す
。

uurl937uur

言己 日 山
三十日地人挿―綸挿 買○四四判戯牛菊
六〇料選○〇・―便定 装スーロクーザレ

輯 編 會岳 山本 日

躍
進
の
氣
運
に
満
ち
漸
く
多
事
な
ら
ん
と
す
る
昭
和
十
二
年
の
登
山
季
節
を
前
に
し
て
、
新
し
き

「
山

日
記
」
を
以
て
我
が
登
山
界
に
見
え
る
こ
と
の
出
来
る
の
は
非
常
な
喜
び
で
あ
る
。
し
か
し
今
年
の
「
山

日
記
」
を
世
に
途
り
出
す
に
営
つ
て
我
力
の
持
つ
喜
び
は
、
例
年
と
比
べ
て
、　
一
居
大
き
い
。
我
力
が

年
末
そ
の
費
現
を
期
し
つ
つ
あ
つ
た
懸
案
の
幾
つ
か
が
途
に
今
年
の

「
山
日
記
」
に
於
い
て
賓
を
結
ぶ

に
至
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
第

一
に
今
年
版
は
徹
底
的
に
版
の
組
み
替
へ
を
行
つ
た
。
過
去
の
「
山
日
記
」

と
比
較
さ
れ
る
な
ら
ば
今
年
版
の
出
来
榮
え
の
程
度
が
判
然
り
す
る
こ
と
と
考
へ
る
が
、
こ
の
結
果
今

年
の

「
山
日
記
」
は
全
然
新
な
も
の
を
作
る
と
い
ふ
計
劃
と
意
氣
込
の
下
に
作
り
上
け
ら
れ
た
。
版
の

組
替
の
鴛
め
に
排
つ
た
犠
牲
は
大
き
い
が
、
そ
の
篤
め
に

「
山
日
記
」
が
言
葉
通
り
更
始

一
新
す
る
に

至
つ
た
こ
と
を
考
へ
れ
ば
、
そ
の
犠
牲
は
充
分
酬
ゐ
ら
れ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（翻
知
コ
」搬
し
）

内
容
概
略
　
暦
　
日
記
欄
　
登
山
経
歴
　
自
由
日
記
　
佳
所
欄
　
★
　
登
山
の
注
意
　
山
岳
氣
象
　
各

期
登
山
服
装
用
具
食
料
　
登
山
用
品
表
　
食
料
品
目
録
　
登
山
衛
生
及
び
應
急
手
営
　
山
岳
高
度
表

峠
高
度
表
　
外
國
高
山
百
七
十
座
（完
登
未
完
登
の
細
別
）

各
國
の
峠
　
登
山
日
程
表
　
山
小
屋
　
山

案
内
　
山
岳
語
案

（本
邦
及
外
國
）
　
山
岳
鳥
員
要
項
　
登
山
国
催
（本
邦
及
外
国
）

地
名
解
讀
　
其

他
　
★
概
念
国
十
三
枚

（
日
本
ア
ル
プ
ス
・
上
越
國
境
・
秩
父
・
水
の
山
・
中
央
ア
ジ
ア
・
Ｋ
２
・
エ

ベ
ン
ス
ト
・
カ
ン
チ
エ
ン
デ
ユ
ン
ガ
）
鳥
員
雲
形
十
二
種
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